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平
成
21
年
７
月
16
日
（
木
） 

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ 

Ｄ
Ａ
Ｙ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

会
員
64
名 

出
席
計
算
数 

 

55
名
中
48
名
出
席 

出
席
率
87
・
27
％ 

前
々
回
出
席
率
89
・
29
％ 

 
ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 
「
我
等
の
生
業
」 

指 

揮 

者 

鈴
木 

基
仁 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

 

ゲ 

ス 

ト 
 

派
遣
青
少
年
交
換
学
生 
候
補
生 

榊
原 

 

順
さ
ん 

順
さ
ん
の
お
母
様 

榊
原 
和
代
さ
ん 

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

榊
原
さ
ん
、
元
気
で
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ

い
。 

 
 

 
 

 
 

 

内
藤 

 

明 

榊
原
順
さ
ん
、
楽
し
ん
で
海
外
留
学
を

過
ご
し
て
下
さ
い
。 

 

吉
田 

隆
彦 

ラ
ウ
ラ
旅
立
ち
ま
し
た
。
近
藤
宏
一
郎 

息
子
が
無
事
に
帰
国
い
た
し
ま
し
た
。

一
年
間
見
守
り
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

岡
村 

隆
德 

田
崎
さ
ん
、
ご
く
ろ
う
さ
ん
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

髙
木 

政
義 

昨
日
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

尾
上 

 

昇 

今
日
！
！
お
誕
生
日
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

近
藤 

明
美 

母
が
紀
寿
を
迎
え
ま
す
。
１
０
０
才
に

な
れ
る
の
も
女
房
の
お
か
げ
。
感
謝
し

て
ま
す
。 

 
 

 
 

 

佐
藤 

 

彰 

近
頃
全
く
良
い
事
は
あ
り
ま
せ
ん
が
！

担
当
で
す
の
で
。 

 
 

木
村 

光
徳 

 

派
遣
青
少
年
交
換
学
生
候
補
生 壮

行
会 

 

内
藤
会
長
よ
り
、
お
餞
別
・
バ
ナ
ー
・

名
刺
・
市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。 

             

派
遣
青
少
年
交
換
学
生
候
補
生
挨
拶 

 
 

 
 

 
 

 
 

榊
原 

 

順 

こ
ん
に
ち
は
。
愛
知
淑
徳
高
校
２
年

の
榊
原 

順
で
す
。
本
日
は
お
忙
し
い

中
、
壮
行
会
を
開
い
て
頂
い
て
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
ご
存
知
か
と
思
い
ま
す
が
、

私
は
２
０
０
９
年
青
少
年
交
換
学
生
と

し
て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
派
遣
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
８
月
２
日
の
出
発
で
、
途

中
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
乗
り

換
え
を
し
ま
す
。
私
の
行
く
場
所
は
ラ

ハ
テ
ィ
と 

い
う
所
で
、 

首
都
の
ヘ 

ル
シ
ン
キ 

か
ら
車
で 

１
時
間
程 

北
に
行
っ
た
所
に
あ
り
ま
す
。 

ラ
ハ
テ
ィ
は
歴
史
の
あ
る
都
市
で
、

ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
す
。
特
に
ウ
ィ
ン 

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
、
私
の
通
う

高
校
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
も
有
数
の

ス
ポ
ー
ツ
校
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
辺

り
に
は
湖
も
あ
り
、
自
然
に
も
恵
ま
れ 

て
い
る
様
で
す
。 

今
回
の
私
の
派
遣
に
つ
き
ま
し
て
、

大
須
Ｒ
Ｃ
様
に
ス
ポ
ン
サ
ー
Ｒ
Ｃ
に
な

っ
て
頂
い
て
い
る
事
、
ま
た
ロ
ー
タ
リ

ア
ン
の
皆
様
の
お
陰
で
あ
る
と
い
う
事

に
、
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

出
発
日
ま
で
あ
と
２
週
間
と
少
し
と

な
り
、
自
分
の
気
持
ち
は
と
て
も
高
ま

っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
ロ
ー
タ
リ
ー

の
交
換
学
生
で
あ
る
と
い
う
事
と
皆
様

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
充

実
し
た
１
年
間
を
送
り
た
い
で
す
。
ま

た
、
自
分
の
将
来
の
為
に
も
、
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
し
た
い
で
す
。
日
本
の

事
を
伝
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
語
学
も

文
化
も
、た
く
さ
ん
の
事
に
挑
戦
し
、 

い

ろ
ん
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。 

私
も
一
生
懸
命
や
っ
て
き
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
皆
様
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
今
日
は
本
当
に
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

職
業
奉
仕
委
員
長
所
見 

 

渡
辺 

観
永 

本
年
度 

の
職
業
奉 

仕
委
員
長 

を
拝
命
し 

ま
し
た
渡 

辺
観
永
で 

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
例
年
通
り
に
名

古
屋
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
主
催
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ラ
ン
に
参
加
い
た
し
ま
す
。
ま
た
今
年

の
Ｒ
Ｃ
で
は
職
業
奉
仕
を
要
と
す
る
こ

と
を
地
区
大
会
で
は
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

私
自
身
、
職
業
奉
仕
と
は
、
い
か
な
る

こ
と
か
な
か
な
か
そ
の
姿
を
と
ら
え
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。し
か
し
な
が
ら
、

本
年
は
自
ら
の
職
業
活
動
そ
の
も
の
を

奉
仕
に
す
る
と
い
う
視
点
に
た
っ
て
の

活
動
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
様
々

な
業
種
の
中
か
ら
今
の
職
業
を
選
択
し
、

そ
の
職
業
を
通
じ
て
何
を
得
、
ま
た
何

に
気
づ
か
さ
れ
た
か
と
い
う
私
た
ち
自

身
の
経
験
を
、
次
代
を
担
う
中
高
生
に 
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語
り
、
就
業
の
苦
労
と
喜
び
か
つ
、
諦 

め
ず
に
継
続
す
る
努
力
こ
そ
が
花
開
か

せ
る
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
で
、
将
来
の

職
業
人
を
育
成
す
る
一
助
に
し
よ
う
と

考
え
る
も
の
で
す
。
会
員
皆
様
の
経
験

を
お
語
り
い
た
だ
く
場
に
な
る
と
存
じ

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す 

  

派
遣
・
受
入
青
少
年
交
換
学
生  

帰
国 

派
遣
学
生 

岡
村
昂
幸
く
ん
が
、７
月

15
日
（
水
）
１
年
の
留
学
を
無
事
に
終

え
、
ド
イ
ツ
よ
り
帰
国
し
ま
し
た
。
ド

イ
ツ
の
受
入
ク
ラ
ブ
は
と
て
も
温
か
く

お
世
話
い
た
だ
い
た
よ
う
で
し
た
。 

              

翌
16
日
（
木
）
に
は
、
受
入
交
換
学

生 

ラ
ウ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
さ
ん
が

元
気
な
姿
で
帰
路
に
就
き
ま
し
た
。
い

つ
も
手
に
し
て
い
た
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク

に
は
、
彼
女
か
ら
見
た
「
日
本
」
が
た 

             

 

／
中
部
国
際
空
港
セ
ン
ト
レ
ア
に
て 

愛
知
高
校 
坪
嶋
先
生
も
一
緒
に 

く
さ
ん
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を

片
手
に
き
っ
と
ド 

イ
ツ
で
も
大
い
に 

想
い
出
を
語
っ
て 

く
れ
る
と
思
い
ま 

す
。 

  

７
月
30
日
（
木
）
例
会
の
案
内  

例
会
変
更 

同 

日 

親
睦
夜
間
例
会 

於 

浩
養
園
18
時
30
分 

 

＊
千
種
発
マ
イ
ク
ロ
バ
ス 

18
時

00
分
・
18
時
15
分 

  

広
報
委
員
会 

 

吉
田 

明
夫
・
近
藤 

明
美 

浅
井 

隆
宣
・
横
内 

 

恭 

                                  

                                  

                                  

E-mail from  ITALY 
大須ロータリークラブ、地区のロータリークラブのみなさま 

お久しぶりです！お元気ですか？ 昔の（笑）奨学生のサワヤナツコです。今後について（中略）いろいろな可能性があった
のですが、最終的に決まりそうなことがありますのでご報告いたします。きっと日本のロータリーのみなさまにとっても嬉しいご報告
になるかと思います！ロータリーの年度が変わったばかりですので、ボローニャ・エストＲＣ（受入クラブ）の前会長のマリオ、私の
コーディネーターのファビオ、ボローニャ・ノルドの何年か前の会長で、セネガルからホストファミリーがボローニャに来たときにこの
家族と私のために特別な例会を準備してくださったアレッサンドロ、ボローニャ・オーヴェストの今年度会長のクラウディオ、０５－０６
年のガバナーのイタロ・・・びっくりするような提案をしてくださいました。 

上記のロータリーの方々、私のボローニャでの勉強や奨学生としての期間は終わったけれど、これからもロータリーの輪の中
に私に残ってもらいたい、そして私が受けようとしているフェローシップの奨学金の申請にプラスとなるような経験を積んでもらいた
い、そして私のアフリカでの実習から生まれつつある、現地のＲＣと本格的にロータリーらしいプロジェクトを始動させるために
も・・・と、私を再度、実習を行ったアフリカの国々へ派遣したいと申し出てくださったのです。一番重要なのは、私が次の奨学金
の申請に向かえるための経験・勉強ができること、と、この提案をすることによってどんなことができそうかなど、この間マリオとファ
ビオに呼ばれた際に尋ねられました。１ヶ月５００ユーロ、６００ユーロあればアフリカで暮らせるか、などなど、現地で私の生活を
支えたり飛行機代を出す為の資金をこれから集めようとしてくださっています。。。本当にびっくり。 

いろいろと話をしながら、おそらく、最初に行く国がセネガルになりそうな感じです。（中略）その後がおそらくジンバブエ、そしてコ
ンゴと各国数ヶ月ずつ、１０ヶ月から１年、こちらのロータリーの人たちは私を送ってくださろうとしています。場合によっては、すでに
こちらのＲＣが何かしらプロジェクトを行っているブラジルやマダガスカルに行く事になるかもしれませんが、とりあえずはすでに私が
実習を行った国に焦点を当てたいそうです。イタリアはすっかりバカンスモードなので、ロータリーの人たちの本格的な話し合いは
９月からスタートします。仕事ではないのでこれをすることによって私が稼いでいくわけではありませんが、人生のうちの何年かをこ
んな風に過ごすのもとても貴重なことだと思えるし、嬉しく思います。日本のロータリーのみなさまも、以前ご質問を受けたポリオの
ワクチン接種や、何か違う形でもボローニャとアフリカのロータリーの人たちと関われたら素敵だなとも思います。ぜひぜひ！！

ボローニャでの滞在は淋しいですけれど８月末までにしようかなと考えています。滞在許可証が８月の終わりごろに切れるの
と、私の家族のような友人一家がちょうど何ヶ月か手伝いに来てほしいと言って来たので９月・１０月はアメリカに行こうかと思って
います。アメリカの彼らの家にいてもインターネットは使えるので、各国のロータリーの人たちや大学の教授とは連絡が取れ、計
画を進めることができます。１１月の２週目あたりに、レッジョ・エミリアというイタリアのボローニャから近い町で通訳の仕事を頼まれ
ているので、１１月にイタリアに戻ってきて、通訳をして、ロータリーの人たちと最終的な打ち合わせをして、１１月の後半ごろからの
出発となりそうです。子どもの世界に対しての国際関係論や国際社会で働くことなどについても学びながらすごしたいとも思うの
で、日本のロータリーの方の中で、乳幼児のお医者さん、国際政治関係の大学教授や専門家の方がいらしたら、ぜひ、読むと
いいと思われる本など、推薦していただきたいなと思います。 

それにしても、こちらのロータリーの人たちにはホントにお世話になっています。みんな本当に忙しいのに「ナティのためなら」と、
こまめに連絡をくれたりお食事に誘ってくれたり。名古屋大須はいい奨学生を送ってくれたと何度言われたことか 笑 ファビオは
いつも「ロータリアンよりロータリアンらしい」と評価してくれます 笑 来年か再来年、がんばって再びロータリーの奨学生にならな
くちゃ（笑）。というわけで、また長いご報告になってしまいましたが、短くハショルことができなかったのですみません。 

いつものことながら、感謝を込めて。                               09.07.18 澤屋 奈津子 


